
山形県倫理法人会
広報委員長 
土屋忠彰

　今年度最後となる「最上川58号」
を発行することができました。記事
を書いてくださいました皆様には心
よりお礼申し上げます。
　発行のたびに、多くの方のお力で
この一冊が出来上がっているということを感
じます。
　また「最上川」は、記事を書いてくださった
方々や所属単会の魅力を発信する役割も持っ
ていることに気付きました。
　さて、広報委員長を拝命して一年を終える
ことができました。皆様方からいただいたお
力添えのおかげです。ありがとうございます。

●8月9日、今期最後となる第8回
広報委員会および新旧引継会を
長井で開催しました。晋道会長に
もご出席いただき、委員全員で校
正を行いながら来期につながる良
い議論ができました。
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　自主性や論理的思考を育てる「グローバル専攻」
や、持続可能な観光地域づくりを見据えた「観光・
地域創生専攻」の新設など、多様性や個性を尊重し
これからのローカルを支える教育を実践している
話題の酒田南高等学校。
　『職場の教養』導入のきっかけは2月に中原校長が
酒田市みずほ倫理法人会で講話された時の事。佐
藤清和会長の「子供の頃『職場の教養』に出会って
いたら良かった」という何気ない言葉に「そうか！
学校の朝礼で読もう！」と気づきを得たそう。中原
校長の決断に協力しようと佐藤会長が毎月600冊
をかき集めて学校に届け始めたのです。導入時の
事を伺うと、まずはキーとなる職員の方一人ひと
りに相談し、皆さん快諾されたとの事。生徒には

「毎日たった3分1ページ読むだけで作文の起承転結
の勉強になるよ」「フリガナがふってあるから漢字
の読みの勉強になるね」「小論文のテーマに引き出
しが増やせるよ」「これから就職する企業も読んで
いるから、心づくり（マインドセット）になる」「欄
外にある名所のコラム、1日1つ覚えるといいね」

と、生徒側の心理に寄り添った説明をされました。
各教室での朝礼運営は先生に一任しているそうで、
それぞれに合ったやり方を尊重されています。導
入して約4 ヶ月。「今の所問題ないから上手くいっ
ているようですね！」
　「人の目が気になり自信を持てず悩み多き思春期
の子どもたちに『他人の思惑に振り回されて無駄に
過ごす時間はもったいない。自分の未来を自分で
創る時に大きな力になってくれるのがこの冊子な
の』と伝えています」。笑顔でそう話す中原校長ご
自身を表すキーワードは実に多彩。映画「おくりび
と」に感動し広島から酒田に移住、千葉で100人の
学習塾を経営、天才を育てた母、槇

まぎしま
島ほうきプロ

デューサー、東北公益文科大学特任講師、酒田南
高等学校校長等々。未来思考、目的思考を育む中

原校長の言葉は自身が実
践してきたからこそ生徒
に伝わるのだなぁと実感
しました。

進化する酒田南高等学校、
中原浩子校長にお話を伺いました。

酒田南高等学校
毎朝、全校生徒で『職場の教養』を輪読。

TOPICS

広報副委員長  五十嵐久仁子
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八
月
三
日
土
曜
日
、
第
二
期
山
形
県
倫
理
経
営
塾
の

卒
塾
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
純
粋
倫
理
」
と「
山
形
ら
し
さ
」
を
根
底
に
し
て
学

ぶ
場
に
選
ば
れ
た
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
は
、
最
上
川
の
三

難
所
の
一
つ
、
碁
点
関
の

近
く
で
す
。
始
め
は
小
さ

な
雫
で
も
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
集
ま
り
、流
れ
、

そ
し
て
大
き
な
海
に
達
す

る
旅
。
そ
の
途
中
に
あ
る

急
流
は
、
激
し
さ
と
凄
み

の
中
で
、
水
と
土
地
と
を

磨
き
ま
す
。
人
も
ま
た
同

じ
で
、
何
か
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
す
る
人
に
は
苦
難

と
い
う
形
で
、
そ
の
心
と

身
体
を
磨
く
機
会
が
、
与

え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
無
事
に
卒
塾
式
を
迎
え

た
二
期
生
の
方
々
は
、
毎

回
の
講
義
の
中
で
、
講
師

の
方
々
、
仲
間
と
の
交
流

で
心
を
磨
き
あ
い
、
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
結
晶
を
創
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
過
程
は
決
し
て
楽
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら

ご
自
身
を
支
え
て
い
く
一
生
の
宝
物
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
塾
生
と
し
て
学
ん
だ
私
達

は
、
今
年
は
運
営
委
員
と
し
て
皆
様
を

導
く
役
割
を
頂
き
ま
し
た
。
立
場
が
変

わ
れ
ば
見
方
は
変
わ
り
、
学
び
は
一
段

と
深
ま
り
ま
す
。
ご
自
身
で
産
み
落
と

し
た
結
晶
を
、
小
さ
な
雫
と
せ
ず
、
や

が
て
山
形
か
ら
世
界
へ
と
流
れ
る
よ
う

な
大
河
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
方
と
の

関
係
を
作
り
、
深
め
、
共
に
育
ん
で
行

き
ま
し
ょ
う
。

　

経
営
理
念
は
北
極
星
の
よ
う
な
も
の
。
激
流
に
も
ま

れ
、
流
さ
れ
、
迷
っ
て
も
、
遥
か
天
空
に
燦
々
と
輝
き
、

い
つ
で
も
自
分
に
道
を
指
し
示
す
も
の
で
す
。
ど
う
か

理
念
と
共
に
、
皆
様
が
揺
る
ぎ
な
い
足
取
り
で
一
歩
を

進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

卒
塾
式
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
す

ま
す
皆
様
が
ご
活
躍
な
さ
る
こ
と
を
楽
し
み
す
る
と
共

に
、
お
忙
し
い
中
足
を
運
ん
で
頂
き
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
𠮟
咤
激
励
頂
き
ま
し
た
倫
友
の
皆
様
、
各
単
会

の
会
長
様
を
始
め
、
普
段
の
学
び
を
さ
ら
に
濃
く
し
た

エ
ッ
セ
ン
ス
で
惜
し
み
な
く
ご
講
義
頂
い
た
講
師
の
皆

様
、
そ
し
て
い
つ
も
に
っ
こ
り
笑
顔
で
私
達
を
支
え
て

下
さ
る
五
十
嵐
塾
頭
は
じ
め
様
々
な
形
で
私
達
を
導
い

て
下
さ
っ
た
運
営
委
員
の
皆
様
に
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
来
年
は
第
三
期
が
始
ま
り
ま
す
。
塾
に
興
味

が
あ
る
倫
友
の
皆
様
。
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。天

童
市
倫
理
法
人
会  

青
年
委
員
長 

佐
藤
宏
太

山形市中央倫理法人会
今田大介

西置賜倫理法人会
土屋忠彰

天童市倫理法人会
柴田一志

北村山倫理法人会
蔵野真貴

北村山倫理法人会
奥山博貴

天童市倫理法人会
加賀善子

酒田市倫理法人会
中村完人

米沢市倫理法人会
島貫 久

　
昨
年
九
月
一
日
に
、
現
在
の
安
藤
相
談
役
か
ら
山
形

県
倫
理
法
人
会
第
十
一
代
会
長
職
の
バ
ト
ン
を
受
け
継

い
で
か
ら
早
い
も
の
で
も
う
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
機
に
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
新
し
い
形
作
り
と

し
て「
地
区
制
」を
導
入
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
四
地
区

の
横
断
的
な
情
報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

高
め
て
組
織
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
し
て
い
く
為
で
す
。

導
入
初
年
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
地
区
長
か
ら
職
務
遂

行
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
二
つ
目
に
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
が
日
本
一
の
浸
透
率

に
な
っ
た
こ
と
で
す（
山
形
県
内
企
業
数
三
八
、七
六
〇

社
に
対
し
て
会
員
企
業
一
七
五
〇
社
で
普
及
率
四
・

五
％
）。
引
き
続
き
今
年
度
普
及
拡
大
目
標
一
九
〇
〇
社

達
成
に
向
け
て
現
在
十
六
単
会
上
下
一
心
と
な
り
邁
進

中
で
す（
七
月
八
日
現
在
）。

　
三
つ
目
、
周
年
事
業
も
目
白
押
し
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
・
鶴
岡
市
倫
理
法
人
会
・

酒
田
市
倫
理
法
人
会
が
設
立
十
五
周
年
、
新
庄
最
上
倫

理
法
人
会
が
設
立
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
四
単

会
の
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
四
つ
目
、
活
力
朝
礼
を
導
入
し
て
倫
理
経
営
を
実
践
し

て
い
る
会
員
企
業
が
増
え
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

倫
理
経
営
講
演
会
の
朝
礼
実
演
と
朝
礼
基
本
マ
ス
タ
ー
研

修
な
ど
の
成
果
も
あ
る
と
感
じ
、非
常
に
嬉
し
い
事
で
す
。

　
五
つ
目
、
残
念
な
ま
さ
か
の
出
来
事
が
続
け
ざ
ま
に
出

現
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
県
会
長

の
本
間
利
雄
さ
ん
、
初
代
県
会
長
を
実
務
面
で
支
え
て
く

れ
た
本
間
設
計
の
伊
藤
善
吉
さ
ん
、
鶴
岡
市
倫
理
法
人

会
初
代
会
長
の
秋
山
周
三
さ
ん
、
そ
し
て
県
副
会
長
の
早

坂
幸
起
さ
ん
、
県
幹
事
長
の
佐
藤
靖
之
さ
ん
。
山
形
県
倫

理
法
人
会
の
生
み
の
親
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
歴
史
を

作
っ
て
く
れ
た
先
輩
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
将
来
に
無

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
倫
友
。
か
け
が
え
の
な
い
存
在
の

方
々
と
悲
し
い
お
別
れ
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
し
っ
か
り
志
を
引
き
継
い
で
一
歩
一
歩
進
ん
で

参
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
県
役
職
者
の
皆
さ
ん
は
じ
め
全

会
員
の
お
支
え
が
あ
り
一
年
間
何
と
か
大
役
を
務
め
上
げ

る
事
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
会
長
職
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

第
二
期
山
形
県
倫
理
経
営
塾
を
終
え
て

山
形
県
倫
理
法
人
会 

会
長
　
晋
道 

純
一 

Messageごあいさつ

　

令
和
元
年
度
目
標
達

成
式
典
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
活
動
報
告
、

各
委
員
会
活
動
報
告
が

行
わ
れ
た
後
に
、
目
標
を

達
成
さ
れ
た
十
単
会（
山

形
市
、
山
形
市
蔵
王
、
上

山
市
、
山
形
市
中
央
、
天

童
市
、
新
庄
最
上
、
米
沢

市
、
酒
田
市
、
鶴
岡
市
、
庄
内
中
央
）と
二

地
区（
山
形
地
区
、
庄
内
地
区
）に
加
え
、

前
年
度
か
ら
の
会
員
数
増
加
率
上
位
三
地

区（
酒
田
市
、
新
庄
最
上
、
上
山
市
）が
増

加
率
表
彰
を
、
会
員
数
二
百
名
を
超
え
た

山
形
中
央
が
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
後
に
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
発
表
す
る
単
会
会
長
や
地
区
長
の
表

情
に
は
、
一
丸
と
な
っ
て
達
成
で
き
た
喜

び
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

祝 

一
九
〇
六
社
達
成（
八
月
九
日 

一
七
時
現
在
）

目
標
達
成
式
典

八
月
六
日（
火
）

祝
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三
単
会
で
設
立
記
念
を
迎
え
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ぱ
り
分
か
ら
な
く
な
り
、
気
力
す
ら
無
く
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
式
典
を
通
じ
改
め
て「
つ
る
り
ん
ら
し
さ
」

と
向
か
い
合
う
と「
驚
き
と
感
動
に
よ
っ
て
会
員
様
に
喜
ん
で

頂
く
事
。
そ
の
為
に
は
型
に
囚
わ
れ
な
い
自
在
さ
を
持
ち
合

わ
せ
る
事
」こ
の
よ
う
な
言
葉
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
秋
山
氏
を
表
し
て
い
る
と
思
え
た
の
で

す
。
つ
る
り
ん
の
中
に
秋
山
さ
ん
は
い
る
と
気
が
付
い
た
時
、

こ
れ
で
い
い
の
だ
、
こ
の
方
向
で
良
い
の
だ
と
背
中
を
押
し

て
頂
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

五
年
後
の
二
十
周
年
に
向
か
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

す
つ
る
り
ん
で
す
。
秋
山
さ
ん
そ
っ
ち
の
世
界
は
楽
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
ね
。会

長 

小
林
秀
樹

　

七
月
三
日
、
設
立
十
五
周
年
記

念
式
典
を
、
多
く
の
方
々
の
お
力

添
え
の
基
、
滞
り
な
く
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
式
典
を
取
り

仕
切
ら
せ
て
頂
き
、
多
く
の
気
づ

き
を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
中

で
も
、
初
代
会
長
故
秋
山
周
三
氏

の
想
い
に
改
め
て
触
れ
る
事
が
出

来
た
の
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
で
す
が
、
鶴

岡
市
倫
理
法
人
会（
つ
る
り
ん
）は
、
秋
山
周
三
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
で
は
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
う
の
で
す
。
当
初
一
〇
七
社

で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
会
で
す
が
、
会
員
様
、
当
初
か
ら
の
役

員
様
を
眺
め
て
も
、
当
然
私
も
秋
山
氏
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、

現
役
員
は
皆
、
秋
山
さ
ん
の
教
え
子
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
式
典
を
構
成
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

資
料
や
氏
が
遺
し
た
多
く
の
文
章
か
ら
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に

歩
ん
だ
十
四
年
と
四
か
月
の
月
日
を
想
い
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

　
つ
る
り
ん
は
私
で
六
代
目
の
会
長
と
な
る
の
で
す
が
、
歴

代
会
長
か
ら
は「
つ
る
り
ん
ら
し
い
会
に
し
て
く
れ
よ
」と
申

し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
会
長
拝
命
以
来「
ら
し
さ
」を
起
点
に

会
を
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
山
さ
ん
か
ら
昨

年
暮
れ
に
超
特
急
で
旅
立
た
れ
た
後
は
、
そ
の
存
在
が
あ
っ

て
こ
そ
の
つ
る
り
ん
を
ど
こ
に
向
か
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
さ
っ

　
十
五
周
年
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
を
令
和
元
年
六
月
八

日（
土
）
午
後
五
時
三
〇
分

か
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

会
場
の
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
に
は
、
山
形
県
倫
理
法
人
会

晋
道
純
一
会
長
、鈴
木
隆
一
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、

中
村
恒
一
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
山
形

県
倫
理
法
人
会
の
役
員
の
皆
様
、
小
松
幸
弘
山
形
地
区

長
を
は
じ
め
と
す
る
山
形
地
区
の
単
会
会
長
の
皆
様
、

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
の
会

員
の
皆
様
か
ら
ご
臨
席
賜
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
は
、

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
に

山
形
市
倫
理
法
人
会
か
ら
分
封

さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。
一
一
一
社

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
山

形
県
と
し
て
は
五
番
目
・
山
形

市
内
で
は
二
番
目
の
設
立
で
す
。

現
在
一
七
六
社
の
会
員
数
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

初
代
が
晋
道
純
一
会
長
、
二

代
目
鈴
木
隆
一
会
長
、
三
代
目
池
田
修
一
会
長
、
四
代

目
板
垣
喜
代
志
会
長
、
五
代
目
中
村
勝
義
会
長
、
六

代
目
会
長
と
し
て
私
が
二
年
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
十
五
年
間
、
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
が
、
活

発
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
現
会
員
の

皆
様
、
移
籍
を
さ
れ
た
り
、
退
会
さ
れ
た
元
会
員
の
皆

様
か
ら
の
、
倫
理
運
動
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
そ

し
て
積
極
的
な
当
会
へ
の
ご
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
と
、

心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
倫
理
運
動
の
創
始
者
、丸
山
敏
雄
氏
が
一
九
四
九
年
、

昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
に「
万
人
幸
福
の
栞
」

を
発
刊
し
、
各
地
で「
朝
の
集
い
」が
始
ま
っ
て
か
ら

今
年
で
七
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
年
に
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
が
十
五
周
年

を
迎
え
ま
し
た
の
も
、深
い
ご
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
年
号
も
平
成
か
ら
令
和
と
な
り
新
し
い
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
あ
わ
せ

て
、
会
員
の
皆
様
の
豊
か
な
人
生
・
幸
福
と
、
ど
の
様

な
至
難
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
人
つ
く
り
・
会
社
つ
く

り
の
為
に
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
役
員
一
同「
人
の

よ
ろ
こ
び 

我
が
よ
ろ
こ
び
に
」の
精
神
で
邁
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
長 

鈴
木
重
幸

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会

新
庄
最
上
倫
理
法
人
会

鶴
岡
市
倫
理
法
人
会

　
年
間
事
業
と
し
て″
健
康
”を
テ
ー
マ
に
Ｍ
Ｓ（
各

月
一
回
以
上
の
講
話
）と
、「
音
楽
で
健
康
体
操
」（
年

三
回
開
催
）を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
所

の
理
念
に
も
則
し
て
、「
地
域
貢
献
」
を
年
間
行
事

と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
福
祉
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
々
や
働
い
て
い
る
方
々
と
当
会
会
員

が
更
な
る
大
き
な
結
び
つ
き
の
御
縁
に
感
謝
で
す
。

広
報
委
員
長 

小
野 

仁

　
二
〇
〇
九
年
七
月
十
七
日
に
皆

さ
ま
方
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、

新
庄
最
上
倫
理
法
人
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
と
う
と
う
こ
の
日
、
山
形
県
内
各
地
域
に
咲
き

誇
っ
た「
倫
理
」が
、
最
後
の
地
域″
新
庄
最
上
”に
芽
吹
き

ま
し
た
。

　
一
市
四
町
三
村
か
ら
構
成
す
る
最
上
地
域
は
、
一
六
二
二
年

最
上
氏
の
改
易
に
よ
り
、
戸
沢
政
盛
が
治
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
新
庄
市
を
中
核
と
し
て
最

上
生
活
圏
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。
四
方
を
鳥
海
山
、
月
山
、

神
室
連
峰
な
ど
に
囲
ま
れ
深
い
原
生
林
が
多
く
残
り
、
全
国

で
も
有
数
の「
巨
木
の
里
」や
、
名
湯
の
赤
倉
、
瀬
見
、
肘
折
、

羽
根
沢
。
そ
し
て
伝
承
野
菜
等

が
有
名
処
で
す
。
さ
ら
に
は「
最

上
川
舟
下
り
観
光
」
が
国
内
メ

ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
豊
か
な
環
境
資
源
を

生
か
し
、
環
境
と
人
と
が
共
生
し

て
実
現
す
る「
環
境
共
生
地
域
」

を
め
ざ
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
開
発
と

と
も
に
山
形
新
幹
線
始
発
駅
と

し
て
先
述
の
最
上
川
船
下
り
や

新
庄
祭
り
の
観
光
推
進
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
新
庄
最
上
地
域
は
人
口
七
五
、〇
〇
〇
人
。

世
帯
数
二
、五
〇
〇
。
商
工
業
事
業
所
数
約
一
、二
〇
〇
。
こ

の
地
域
で
の「
倫
理
運
動
一
〇
年
」
は
、
八
市
町
村
か
ら
な

る
多
彩
な
人
間
気
質
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
十
年
経
て
も
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
が
ご
と
く
幼
く
謙
虚
に
芽
吹
い
て
い
ま
す
。

　
三
日
間
で
四
十
九
万
人
も
の
人
出
で
、
地
域
の
心
を
ひ
と

つ
に
す
る
と
と
も
に
誰
し
も
の
三
六
五
日
の
基
軸
と
な
っ
て

い
る「
新
庄
祭
」
は
、
新
庄
藩
五
代
目
藩
主
戸
沢
正
諶
が
最

上
公
園
内
に
鎮
座
す
る
天
満
宮
の
祭
典
が
起
源
と
さ
れ
、
い

ま
や
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
遺
産
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
で
二
六
〇
年
超
の
開
催
を
数
え
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
な
文
化
を
持
つ
こ
こ
新
庄
最
上
地
域
で
の「
倫

理
運
動
」は
、
き
っ
と「
新
庄
祭
」の
よ
う
に
永
く
深
く
愛
さ

れ
、
地
域
の「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」と
し
て
、「
新
し
い
く
ら

し
み
ち
」と
し
て
、
一
番
自
然
な
暮
ら
し
方
と
な
っ
て
根
付

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
長 

高
橋
進
一

「音楽で健康体操」

7 月 3 日（水）10：00 ～ 11：20〈3 回目〉
山形市成安「総合福祉施設　いきいきの郷」。
指導は、唄：井上千春さん（民謡歌手）と梅津
順子さん ( 健康運動指導手士 ) 音楽と唄に合わ
せて、なんと 140 名を超える方が参加。

Anniversary

設立

15周年
Anniversary

設立

10周年
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大
学
卒
業
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
地
元
の

電
気
関
連
会
社
に
五
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
二
十
七
歳
で
こ
の
会
社
に
入
っ

て
ま
も
な
く
山
形
大
学
大
学
院
に
入
学

し
、
技
術
経
営
学（
M
O
T
）
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
授
業
の
中
で（
株
）
片
桐
製

作
所
の
片
桐
鉄
哉
社
長
の
講
演
を
聞
く
機

会
が
あ
り
、「
二
代
目
社
長
と
し
て
」の
話

に
感
銘
を
受
け
、
会
社
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
に
片
桐
社
長

が
倫
理
法
人
会
の
こ
と
を
話
さ
れ
て
、「
鶴

岡
市
に
も
会
が
あ
る
よ
」と
知
り
、
当
時
、

鶴
岡
市
倫
理
法
人
会
の
会
長
だ
っ
た
秋
山

周
三
さ
ん
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
倫
理
と

の
出
会
い
で
す
。

　　

入
会
し
た
の
は
十
四
年
前
。
当
時
、
私

は
専
務
と
い
う
立
場
で
し
た
。
会
員
の
多

く
は
社
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
ば
か
り
。
経
営
面
で
も
結
果
を
残
し

て
い
る
方
々
が
多
く
、
入
会
は
し
た
も
の

の「
こ
れ
を
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
、
こ

う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
思
い
過
ぎ

て
し
ま
い
、
正
直
、
焦
る
気
持
ち
だ
け
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自
社
の
悪
い

と
こ
ろ
だ
け
が
目
に
入
り
、
自
分
は
何
も

変
わ
ら
な
い
く
せ
に
社
員
に
対
す
る
要
求

だ
け
が
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

社
内
に
お
い
て
は
仕
事
中
に
交
通
事
故
が

発
生
し
た
り
、
辞
め
る
社
員
も
多
く
な
り
、

業
績
も
右
肩
下
が
り
と
い
う
、
相
手
に
求

め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
悪
い
方
向
に
い
っ
て

し
ま
う
だ
け
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
頃
の
自
分

は「
何
や
っ
て
ん
の
？
」み
た
い
な
顔
で
社

員
に
接
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。「
倫
理

の
刀
で
人
を
斬
る
な
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
思
え
ば「
会
社
を
良
く
し
な
け
れ
ば
」

と
い
う
思
い
を
社
員
た

ち
に
押
し
付
け
過
ぎ
て

い
た
の
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
徐
々
に
倫
理
を
学

ぶ
う
ち
に
、苦
難
が
あ
っ

て
も「
こ
の
危
機
は
何

を
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
か
」と
い
う
発
想
の
転

換
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
他
人
が
悪

い
の
で
は
な
く
、
自
分

の
行
動
の
何
が
悪
か
っ

た
の
か
を
考
え
る
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。
ま
さ
し
く
、
万
人
幸
福
の
栞
の
二

条「
苦
難
福
門
」
の
教
え
が
そ
れ
。
苦
難

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
歩
が
踏
み
出
せ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

会
長
と
言
っ
て
も
私
は
い
ち
ば
ん
年

下
。
会
の
運
営
の
難
し
さ
を
実
感
し
な
が

ら
も
、
Ｍ
Ｓ
の
講
師
の
選
定
や
連
絡
事
項

を
会
員
に
伝
え
て
く
れ
た
り
、
会
員
一
人

ひ
と
り
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
の
毎
日
で
す
。
会
長
に
な
っ
た
こ

と
で
人
の
有
難
さ
が
わ
か
り
、
自
己
肯
定

感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
く
ら
年
下
で
も
、
い
く
ら
実

力
が
な
く
て
も
会
長
は
会
長
の
仕
事
を
こ

な
し
、
会
長
ら
し
い
振
る
舞
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
だ
っ
て
同
じ
。
自

信
が
有
る
無
い
に
関
わ
ら
ず
、
社
長
な
ら

社
長
の
立
場
を
果
た
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

秋
山
さ
ん
と
い
う
鶴
岡
の
リ
ー
ダ
ー
を

失
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が

す
べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

鶴岡
市

YAMAGA
TA

2019.7
.8

倫理経
営

企業訪
問

　
折
し
も
、取
材
に
う
か
が
っ
た
日
は
創
業
か
ら
四
十
二
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
日
。

三
代
目
と
し
て
株
式
会
社
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
を
け
ん
引
す
る
小
林
社
長
は
、
仕
事

を
通
し
て
社
会
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
念
願
の
新
社
屋
の
完
成
を
前
に
、

仕
事
に
対
す
る
新
た
な
考
え
と
、
倫
理
法
人
会
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

倫
理
と
の
出
会
い

「
会
社
を
良
く
す
る
た
め
に

入
会
し
た
は
ず
な
の
に
」

倫
理
の
本
質
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は

会
長
に
な
っ
て
か
ら

■ えがおの人

鶴岡市倫理法人会 会長

小林 秀樹 氏

昭和52年 鶴岡市生まれ

■ えがおの現場

株式会社環境管理センター
[ 社長 ] 小林秀樹

[ 創業 ] 昭和52年

［所在地］本社（浄化槽維持管理部門）／
鶴岡市白山字村北128-11
宝田営業所（廃棄物処理部門、アンカーズ）／
鶴岡市宝田三丁目 17-27

［事業内容］〈一般家庭向け〉浄化
槽維持管理、水管高圧洗浄、不要
品・粗大ごみ回収処分、遺品整理・
片付け支援、特殊清掃（消臭・除菌、
害虫駆除）など 〈行政・事業所向け〉
汚水処理施設維持管理、農業集落
排水処理施設管理、排水管高圧洗
浄、事業系ごみの収集運搬、産業
廃棄物収集運搬処分など
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当
社
で
は
行
政
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
方
か
ら
仕
事
を
頂
く
こ
と
も
多

く
、
困
っ
て
い
る
方
と
繋
が
る
業
種
で
す
。

私
た
ち
の
仕
事
が
社
会
に
必
要
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
具
現
化
し
て
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、
仕
事
と
し
て
の
価
値
や
会
社
と
し

て
の
存
在
が
高
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
新
社
屋
は

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
や
和
室
を
併
設
し
、
地

域
の
方
々
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
や
様
々
な

教
室
で
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
考
え

ま
し
た
。
新
社
屋
が
地
域
の
活
動
拠
点
と

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
問
題
や
空
き
家
問
題
を

ビ
ジ
ネ
ス
化
し
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

二
〇
一
三
年
に
立
ち
上
げ
た「
ア
ン
カ
ー

ズ
」。「
モ
ノ
い
っ
ぱ
い
か
ら
の
解
放
に
よ

る
心
の
浄
化
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
増
え

す
ぎ
た
モ
ノ
の
片
付
け
や
、
遺
品
整
理
、

特
殊
清
掃
・
消
臭
除
菌
な
ど
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
不
動
産
業
者
か
ら
の
切
実
な
願

い
で
し
た
。
そ
れ
は
、「
孤
独
死
を
し
て

か
ら
一
か
月
ほ
ど
放
置
さ
れ
て
い
る
部
屋

の
荷
物
を
片
付
け
て
ほ
し
い
」と
い
う
話
。

現
場
に
行
っ
て
ド
ア
を
開
け
た
瞬
間
に
目

に
入
っ
て
き
た
の
は
、
見
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
青
白
い
ハ
エ
が
家
中
に
貼
り
つ
い

て
い
る
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。「
家
族
だ

と
し
た
ら
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
残
さ
れ

た
モ
ノ
に
そ
の
方
の
面
影
を
投
影
し
て
し

ま
っ
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

プ
ロ
中
の
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
単
に
掃
除

だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
後
処
理
の
解
決

に
は
行
政
書
士
の
よ
う
な
知
識
や
保
険
を

は
じ
め
と
す
る
広
い
知
識
と
、
多
く
の
つ

な
が
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
終
活
は
一

人
ひ
と
り
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
寄
り
添
え
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
存
在

が
な
い
と
事
が
運
び
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

時
に
倫
理
法
人
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強

み
で
す
。
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
で

き
ま
す
か
ら
。
ご
家
族
か
ら
は
、
涙
な
が

ら
に
三
つ
指
を
つ
い
て
感
謝
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
喜
ば
れ
る
仕
事
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
多
い
の
で
し
っ

か
り
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
ア
ン
カ
ー
ズ
」
の
業
務
を
遂
行
す
る

た
め
、
社
員
全
員
が
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

今
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た（
一
社
）
ハ
ウ

ス
キ
ー
ピ
ン
グ
協
会
主
催
の「
整
理
収
納

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
二
〇
一
九
」
に
出
場

し
、
全
国
で
男
性
初
、
県
内
で
は
男
女
と

も
に
初
め
て
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
協
会
の
前

代
表
理
事
の
山
田
長
司
さ
ん
は
、
以
前
、

東
京
都
倫
理
法
人
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た

方
で
、
協
会
の
理
念
は
万
人
幸
福
の
栞
の

十
一
条「
万
物
生
々
」の
教
え
を
土
台
に
組

み
上
げ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
私
自
身
、

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場
で
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
合
わ
せ
、終
活
を
テ
ー

マ
に
し
た
整
理
収
納
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
地
域
の
人
が
必
要
と
す
る

情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

男
性
初
の
快
挙
！

「
整
理
収
納

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く

仕
事
を
通
し
て
地
域
貢
献
、

「
ア
ン
カ
ー
ズ
」に

託
さ
れ
た
思
い

本
当
の
私
を

見
つ
け
る
た
め
の

二
年
間

会
長 

小
林
秀
樹

鶴岡市
倫理法人会
気づきの報告

　

と
に
か
く
自
信
が
無
い
、
け
ど
プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
、

苦
手
な
人
と
は
関
わ
ら
な
い
、
人
の
悪
い
所
を
探
す
天
才
、

と
い
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
間
が
私
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
よ
く
会
長
を
引
き
受
け
た
も
の
だ
と
、
感

心
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
の
始
ま
り
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
こ
ん
な
に
追
い
詰
め
ら
れ
、

そ
し
て
自
分
と
向
き
合
っ
た
日
々
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
長
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
？
家
庭
で
の
、
会
社

で
の
私
は
本
来
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
そ

し
て
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
自
分
に
が
っ
か
り
す
る
こ
と
の

連
続
で
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
私
で
は
だ
め
だ
と
、
求
め
る
力

が
大
き
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
、
学

び
は
深
く
な
り
、
い
つ
し
か
自
分
を
受
け
入
れ
挑
戦
で
き

る
私
に
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
挑
戦
に
よ
り
壁
を
超

え
て
行
く
と
、
世
界
は
全
く
違
う
景
色
で
映
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
苦
手
と
思
っ
て
い
た
人
は
最
高
の
先
生
と
な
り
、

良
い
所
は
ど
ん
な
も
の
に
も
あ
る
と
知
っ
た
こ
と
で
、
人
生

の
選
択
肢
が
無
数
に
増
え
、
人
生
が
変
わ
っ
て
行
き
ま
し

た
。「
こ
だ
わ
り
」と
い
う
ち
っ
ち
ゃ
な
私
の
殻
を
会
長
職

と
い
う
役
が
粉
々
に
砕
い
て
、
全
く
新
し
い
本
当
の
私
と

出
会
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
こ
の
二
年
間
を
頂
け
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
、
こ
の
頂
い
た
宝
物
を
大
事
に
育

て
て
参
り
ま
す
。

大滝さん（朝礼委員長）　当社では2S委員会（整理収納委員
会）、車両委員会、朝礼委員会の3つの委員会があり、全員
がいずれかの委員会に所属し活動しています。朝礼は、まだ
ばらつきはあるものの、少しずつみんなで教え合いながら進
めようという意識が出てきたと思います。
本間さん（車両委員長）　車両委員会では、車の整備や修理
について一括で管理しています。例えば小さな傷があった場
合は、大事に使ってもらう意識を高めたいという思いもあり、
メインで車を使用する現場の社員に修理の見積まで対応し
てもらい、最終的に私のほうで調整するようにしています。
土田さん　これまで活動してきた整理収納委員会の他に職
場の環境改善を目的とする2S活動を、今年1月からスタート
させました。今は少しずつ活動を浸透させているところです。
鈴木さん　初めは、我々よりも社長が一歩進んでいるのでみんな足取りが重かったかもしれません(笑) 。でも、このきっ
かけがなければできなかったことですし、実際、意識が変わってきた社員が多くなりました。
土田さん　以前はただ漠然と言われたことをやっていた社員たちも、一人ひとりが優先順位を考えて行動するように
なったと感じています。
遠藤さん　事務担当からその日の業務指示を出しているのですが、自分の仕事の段取りを考えて動いてくれるように
なったように思います。また、先週掃除を担当した人が今週の担当者に「こうしたほうがいいよ」と教えている姿を目
にするようになりました。
吉住さん　入社した時は、社員で掃除する様子を見て驚きましたね。
齋藤さん　会社を良くしようという意識が社員の中に生まれ、一人ひとりが考えて行動するようになったと思います。

班長 大滝勝英さん、総班長 本間康之さ
ん、営業担当 土田高志さん、主任 鈴木
永さん、事務 吉住桃花さん、齋藤由佳
さん、遠藤 光さん

まずは朝礼から。
社風の変化を社員のみなさんも感じています！

会社の
イイトコロは？

大滝さん　お客さまへの対応の良さは他社に負けません
本間さん　人間関係の良さが仕事にも繋がっています
土田さん　「やるべきこと」をみんなでシェアできる体制
鈴木さん　職場には、家にいるような安心感があります
遠藤さん　社員各々を認め合っているので雰囲気が良く、アットホーム
齋藤さん　人数が少ないので自分の意見を伝えやすく、意思決定が速いところ
吉住さん　現場の人達も気軽に話しかけてくれるので楽しく居心地がいいです
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PICK UP NEWS
モーニングセミナー以外にも会員同士の交流の場が
たくさんあります。各単会ごとの地域に根ざす活動や、

倫理実践の気づきをご紹介します。

新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

天童市倫理法人会寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会
酒田市みずほ倫理法人会

庄内中央倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

西置賜倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市倫理法人会
山形市蔵王倫理法人会
山形市中央倫理法人会
山形市霞城倫理法人会

庄内地区

山形地区

置賜地区

南陽市倫理法人会

村山地区

　

新
規
会
員
、
ふ
ぐ
料
理

「
麒
麟
」
様
に
て
、
憧
れ

の
お
店
と
い
う
事
も
あ
り

十
四
名
プ
ラ
ス
三
名（
麒

麟
さ
ん
）と
楽
し
く
学
び

語
り
、
料
理
も
堪
能
し
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
！

　

普
段
M
S
に
参
加
出
来
な
い
方
が
五
〇
%
。
ま
た

女
性
経
営
者
三
〇
%
、
経
営
者
の
奥
様
三
五
％
、
次

期
経
営
者
一
四
％
、
従
業
員
二
一
％
と
い
う
様
々
な
立

場
の
方
た
ち
で
話
が
弾
み
ま
し
た
！

　

十
七
カ
条
斉
唱
か
ら
始
ま
り
、
倫
理
に
入
会
し
て

思
う
事
、
学
ん
だ
事
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
胸
打

つ
沢
山
の
お
話
に
、今
も
感
動
が
続
い
て
お
り
ま
す
！

　

ま
た
、
松
田
会
長
に
毎
週
発
行
し
て
頂
い
て
い
る「
来
て
け

ろ
通
信
」は
大
好
評
、
大
人
気
！
「
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！
本
当
に
良
い
お
話
な
の
で
、頑
張
っ
て
朝
い
き
た
い
な
〜
！

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
〜
す
！
」と
皆
様
か
ら
会
長

へ
の
伝
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
に
と
っ
て
、
朝
家
を
空
け
る

の
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

交
流
の
輪
を
広
げ
自
分
を
磨
き
、
家

庭
が
円
満
幸
せ
に
な
る
最
短
は
、
こ

の
よ
う
な
身
近
な
集
い
の
場
が
大
い

に
役
立
つ
と
再
認
識
し
つ
つ
、
本
当

に
楽
し
い
交
流
会
で
し
た
！

恒
例
の
女
性
会
員
交
流
会(
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
)開
催
！

女
性
委
員
長 

設
楽
美
保
子

山形市中央
倫理法人会
イベント報告

　

倫
理
を
学
ん

で
か
ら
犬
の
散

歩
中
に
、
ゴ
ミ

を
拾
う
習
慣
が

出
来
ま
し
た
。

自
宅
の
周
囲
、
松
林
と
範
囲
が
広
が
り
、

今
で
は
海
岸
清
掃
ま
で
広
範
囲
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
海
に
は
韓
国
製
の
ポ
リ
容
器
か

ら
、
日
本
製
の
魚
業
農
業
ビ
ニ
ー
ル
資
材

が
多
い
の
で
す
が
、
一
番
驚
か
さ
れ
た
の
は

放
置
す
る
ゴ
ミ
で
す
。
海
か
ら
流
れ
着
く

の
で
は
な
く
、
海
に
来
た
人
が
置
い
て
い
く

ゴ
ミ
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
容
器
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

セ
ッ
ト
、
花
火
、
釣
り
餌
容
器
と
、
大
人

が
そ
の
ま
ま
置
い
て
い
く
ゴ
ミ
は
、
と
て
も

心
が
寂
し
い
思
い
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
も
道
徳
観
や
倫
理
の
様
な
、
心
の

在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
結
果

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
毎
週
多
い
時
は
八
袋

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
不
思
議
と
掃
除
を

は
じ
め
て
自
分
の
周
り
に
良
い
こ
と
が
多
く

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
掃
除
は
今
後
も
続
け

ま
す
。
そ
の
影
響
が
倫
理
と
重
な
り
、
多

く
の
人
が
他
人
や
地
球
環
境
の
為
に
、
行

動
で
き
る
様
な
未
来
を
夢
見
て
い
ま
す
。

海
洋
汚
染
と

モ
ラ
ル
汚
染

専
任
幹
事 

阿
部
英
明

酒田市みずほ
倫理法人会
気づきの報告

　

リ
ズ
ム
を
刻
む
機
械

音
、
ロ
ー
ル
紙
か
ら
ラ
ベ

ル
が
次
々
に
生
み
出
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら

は
一
つ
一
つ
が
存
在
を
主

張
し
て
い
る
か
の
様
で
す
。

　

山
形
市
霞
城
倫
理
法
人
会
第
一
回
目
の
企
業
訪
問

を
晋
道
県
会
長
の
進
和
ラ
ベ
ル
印
刷
株
式
会
社
本
社

工
場
に
於
い
て
、
総
勢
十
一
名
で
実
施
致
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
力
や
印
刷
技
術
を
磨
か
れ
、
世
界
的
な
ラ

ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
幾
度
も
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
会
社
の
説
明
の
後
、
工
場
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
皆
様
が
笑

顔
で
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の

技
術
力
、
営
業
の
方
の
提
案
力
に
心
を
動
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
は
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
が
多

く
、
社
員
の
方
々
か

ら
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
溢
れ
て
お
り
、
や

る
気
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
多
様
な
企
業

様
の
訪
問
を
是
非
計

画
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山形市霞城
倫理法人会
取組みの報告

第
一
回 

企
業
訪
問
を

実
施
し
て広報

委
員
長 

大
宮
幸
男

　
T
V
番
組『
ポ
ツ

ン
と
一
軒
家
』を
見
る

の
が
楽
し
み
な
ポ
ン

コ
ツ
社
長
中
西
で
す
。

さ
て
、
変
な
写
真
で

ゴ
メ
ン
な
さ
い
。
ウ
チ
の
鈴
木
専
任
幹
事
は

笑
い
の
達
人
で
す
。『
こ
こ
で
、
よ
く
お
ち
ゃ

ら
け
ら
れ
る
な
ぁ
』内
向
的
な
ポ
ン
コ
ツ
中
西

も一
緒
に
い
る
と
顔
が
綻
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
。

　
こ
の
前
、
二
人
で
撮
っ
た
写
真
を
送
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
鈴
木
さ
ん
を 『
明
る
い

人
は
い
い
な
ぁ
…
』と
、
羨
ま
し
く
思
っ
て
い

た
ん
で
す
。
で
す
が
実
は
、
そ
う
で
も
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

鈴
木
専
任
幹
事
は
、
以
前
は
家
で
も
会
社

で
も
イ
ラ
イ
ラ
の
し
通
し
で
し
た
。
社
長
か

ら【
倫
理
法
人
会
担
当
】に
任
命
さ
れ
、
渋
々

な
が
ら
も
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
す

る
よ
う
に
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。

　

会
社
で
は
お
返
し
を
求
め
な
い
挨
拶
を
心

が
け
、
家
で
は『
○
○
さ
ん
、
お
早
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
日
も
一
日
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

と
奥
さ
ん
の
名
前
を
呼
ん
で
挨
拶
す
る
よ
う

に
し
た
そ
う
で
す
。

　

お
客
さ
ん
に『
鈴
木
さ
ん
最
近
、
雰
囲
気

変
わ
っ
た
ね
』と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
よ
。

笑
顔
の
達
人

鈴
木
さ
ん副会

長 

中
西
和
則

寒河江市
倫理法人会
会員紹介

　

今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。「
次

期
会
長
を
あ
な
た
に
お
願
い

し
た
い
で
す
。」と
言
わ
れ
て
、

倫
理
は
ハ
イ
だ
と
は
わ
か
っ

て
居
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
は

返
事
出
来
ず
家
族
と
も
相
談
を
し
、
自
分
を
成
長
さ
せ

る
為
と
思
い
、
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
い
た
の
が
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
特
に
お
誕
生
日
の
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
会

員
で
あ
る
各
企
業
様
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い
て
、
お
忙
し
い

時
間
の
中
、
お
話
し
を
お
聞
き
出
来
た
事
、
本
当
に
私
を

成
長
さ
せ
て
頂
き
私
の
宝
物
と
成
り
ま
し
た
。

　

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
の
挨
拶
の
言
葉
も
今
で
は
、

倫
理
に
適
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
富
士
研
に
は
六
回
、
中
国
沙
漠
緑
化
六
十
三
次
隊
員

に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全
国
の
倫
友
と
仲
間
に

な
り
相
手
に
合
わ
せ
る
事
が
へ
た
な
私
が
、
相
手
に
合
わ

せ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
全
て
万
人
幸
福
の
栞
十
七
カ

条
で
あ
り
、「
明
朗
」「
愛
和
」「
喜
働
」の
精
神
で
心
に
刻

み
、
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
建
替
え
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
花
壇「
米
夢
ロ
ン
ド
」。
会
員
の
皆
様
だ
け
で
な

く
、色
々
な
方
に
ご
協
力
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

米
沢
市
倫
理
法
人
会
も
若
い
人
達
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
、
女
性
会
員
も
増
え
て
益
々
活
気
の
あ
る
単
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
支
え
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

会
長
職
を
振
り
返
っ
て

会
長 

村
山
順
弥

米沢市
倫理法人会
ごあいさつ
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北
村
山
の
単
会
運
営
戦
略
が
裏
目
に
出
た
。
今

年
度
よ
り
始
ま
っ
た
単
会
役
員
三
十
四
人
態
勢
で

北
村
山
を
盛
り
上
げ
よ
う
。
ド
ー
イ
ン
三
〇
は
上
位

三
～
四
位
を
キ
ー
プ
し
つ
つ
も
、
ド
ー
イ
ン
五
〇
に

お
い
て
は
常
に
最
下
位
。
こ
の
七
月
、
や
る
と
き
は

や
る
ぞ
！
と
気
勢
を
上
げ
て
会
長
自
ら
電
話
で
の
お
願
い
作
戦
。

　

六
日
十
四
人
、
十
三
日
十
八
人
、
二
十
日
十
四
人
、
残
す
と
こ
ろ
二
十
七
日

で
、
二
十
三
名
以
上
の
ド
ー
イ
ン
を
図
ら
ね
ば
達
成
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
あ

る
。
倫
理
経
営
塾
の
二
期
生
に
も
助
け
ら
れ
、
北
村
山
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

朝
礼
は
と
て
も
活
気
づ
い
て
い
る
。
講
師
陣
に
も
恵
ま
れ
、
や
る
の
は
今
。
役

員
の
活
力
こ
そ
が
、
北
村
山
繁
栄
の
近
道
、
い
や
王
道
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
一
週
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
い
つ
も
の
普
及
活
動
に
ス
パ
ー
ト
を
か

け
た
か
と
思
え
ば
、
会
員
企
業
で
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
右
往

左
往
。

　

頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご
と
。
も
ち

ろ
ん
本
業
の
社
長
業
も
一
二
〇
％
で
や

り
な
が
ら
で
あ
る
。
少
し
ば
か
り
、
他

単
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
お
休

み
い
た
だ
い
て
、
早
朝
か
ら
の
一
人
作

戦
会
議
や
原
稿
執
筆
を
行
う
。
自
分
で

言
う
の
も
な
ん
だ
が
、
朝
の
使
い
方
が

う
ま
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

　

愚
痴
を
言
っ
て
る
暇
は
な
い
。
や
り

切
っ
た
先
に
見
え
て
く
る
も
の
が
何
な

の
か
。
会
長
で
し
か
味
わ
え
な
い
醍
醐

味
で
あ
ろ
う
。
結
果
は
乞
う
ご
期
待
！

　

長
い
人
生
に
は
色
々
な
事
が
あ
る
。
日
常
の

喜
怒
哀
楽
そ
し
て
上
り
坂
・
下
り
坂
・
ま
さ
か

な
ど
。
そ
の
時
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い

か
、
万
人
幸
福
の
栞
を
始
め
と
す
る
様
々
な
形

で
純
粋
倫
理
が
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
倫
理

法
人
会
は
心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
…
。

　
一
度
し
か
な
い
人
生
。
死
を
迎
え
る
ま
で
学

び
続
け
成
長
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
私
に
と
っ

て
、
倫
理
法
人
会
は
コ
ス
ト
面
で
も
最
小
経
費

で
多
く
の
学
び
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
最

高
の
場
で
す
。

　

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
倫
理
法
人
会
に
も

拘
ら
ず
、
こ
の
新
庄
最
上
の
地
で
思
う
よ
う
な

浸
透
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
初
代
の
会
長

と
し
て
自
分
の
力
不
足
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
周
年
の
節
目
に
当
た
り

創
立
時
の
思
い
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
の
山
形
県
倫
理
法
人
会
で
は
、
県
内

で
空
白
地
域
の
最
上
郡
に
設
立
す
る
こ
と
が
悲

願
で
し
た
。
熱
き
思
い
の
、
県
の
中
村
会
長
・

鈴
木
隆
一
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た
県

役
員
、
友
情
溢
れ
る
各
単
会
の
役
員
の
皆
様
、

そ
れ
に
県
内
各
地
よ
り
は
せ
参
じ
た
多
く
の

倫
友
の
お
力
添
え
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
そ
し
て
十
年
が
経
過
し
た
今
、
忘
れ

た
く
な
い
創
設
の

時
の
思
い
・
目
的

意
識
を
今
一
度
あ

ら
た
め
て
記
し
て

み
ま
す
。 

一　
目
的
意
識
を
強
固
に
す
る
。（
何
の
た
め
に

新
庄
最
上
に
設
立
し
た
の
か
。
目
的
意
識
を

明
確
に
す
る
）

二　

強
み
を
更
に
磨
き
を
か
け
る
。（
純
粋
倫

理
の
学
び
を
深
め
る
）

三　

親
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
。（
設
立

の
恩
・
協
力
を
忘
れ
な
い
）

　

そ
の
御
恩
に
報
い
る
こ
と
は
、
純
粋
倫
理
を

深
く
学
び
浸
透
さ
せ
て
、
夫
婦
を
原
点
と
し

た
家
庭
、生
活
の
基
盤
で
あ
る
会
社
の
発
展
、

そ
し
て
よ
り
良
い
新
庄
最
上
を
創
る
と
決
意

し
て
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　
「
苦
労
が
多
い
か
ら
辛
い
の
で
は
な
い
、
夢

が
な
い
か
ら
辛
い
の
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。「
地
球
倫
理
の
推
進
」と「
日
本
創

生
」を
成
し
遂
げ
る
に
苦
労
・
困
難
は
当
然
で

す
。
新
庄
最
上
の
幸
福
な
未
来
は
我
々
倫
理

法
人
会
の
会
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
導
い
て

い
く
の
だ
と
の
強
い
気
概
・
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
代
を
担
う
若
手

の
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
。

　

本
年
六
月
度
よ
り
西
置
賜
倫
理
法
人
会

に
入
会
い
た
し
ま
し
た
、
合
同
会
社
M
&
H 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
、
両
親
と
の
同
居
を
理
由
に
横
浜
か
ら
飯

豊
町
へ
三
十
年
ぶ
り
に
U
タ
ー
ン
し
、
横
浜
っ
子
の

妻
と
二
人
、今
年
四
月
に
当
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
社
の
基
本
事
業
は
、
地
元
長
井
・
西
置
賜

の
自
然
や
観
光
、
店
舗
や
企
業
、
ま
た
生
活
情

報
や
個
人
の
活
動
等
、
様
々
な
情
報
を
集
約
し

て
ネ
ッ
ト
上
で
紹
介
す
る
地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
ま
い
ぷ
れ
長
井
・
西
置
賜
」の
運
営
で

す
。
W
e
b
サ
イ
ト
は
本
年
八
月
の
オ
ー
プ
ン
で
、

S
N
S
を
併
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
置
賜
倫
理
法
人
会
へ
の
入
会
の
き
っ
か
け
は
、

あ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
ご
一
緒
し
た
会
員
の
方
か
ら
の

お
誘
い
で
し
た
。
入
会
す
れ
ば
他
会
員
さ
ん
と
出

会
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、
自
分
の
事
業
に
有
意

義
だ
と
判
断
し
た
の
が
正
直
な
理
由
で
す
。
し
か

し
今
は
、
毎
週
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

す
る
中
で
倫
理
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
取
り
、
本
当

に
入
会
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
長
井
・
西

置
賜
情
報
と
共
に
、

倫
理
法
人
会
の
魅
力

も
発
信
し
て
い
く
所

存
で
す
。

入
会
の
ご
挨
拶

新
入
会
員 

高
橋
弘
和

西置賜
倫理法人会
会員紹介

　

弊
社（
長
門
屋
）は
、
平
成
二
十

年
か
ら
山
形
市
倫
理
法
人
会
会
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
朝
礼
と

終
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
朝
礼

の
や
り
方
は
当
初
か
ら
比
べ
る
と
随

分
か
わ
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
倫
理
法
人
会
ス
タ
イ
ル
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
般
若
心
経
や
神
棚
へ
の
祝
詞

を
唱
え
る
ス
タ
イ
ル
に
な
り
、
現
在
は
全
く
違
う
ス
タ
イ
ル
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
朝
礼
の
中
に
グ
ッ
ド
＆
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
ス

タ
イ
ル
で
す
。
二
十
四
時
間
以
内
に
あ
っ
た
良
い
こ
と
、
新
し

い
こ
と
な
ど
を
一
人
三
十
秒
～
一
分
程
度
で
毎
日
発
表
し
ま
す
。

そ
れ
以
前
は
、
情
報
共
有
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
し
た
。
慣

れ
て
く
る
と
、
お
客
様
情
報
し
か
話
題
に
な
ら
ず
、
お
客
様

と
接
し
な
か
っ
た
人
は
何
も
話
さ
ず
、
前
日
の
終
礼
で
の
話
を

長
々
と
言
っ
た
り
と
仕
事
の
こ
と
以
外
お
互
い
に
関
心
が
薄
く

な
っ
て
き
た
感
じ
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
感
じ
弊
社
代
表
か
ら
グ
ッ
ド
＆
ニ
ュ
ー

の
提
案
が
あ
り
早
速
取
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
目
的
と
し
て
は
、

普
段
か
ら
色
々
な
こ
と
に
気
づ
き
を
得
る
こ
と
、
他
の
人
の
仕

事
以
外
で
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
、
人
に
関
心
を
持
つ
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

朝
礼
を
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
行
う
か
は
経
営
者
、
リ
ー

ダ
ー
の
考
え
や
、
気
持
ち
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
弊
社
で
は
朝
礼
を
大
切
な
時
間
と
位
置
づ
け
て
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
礼
に
つ
い
て広

報
委
員
長 

国
島
潤
一

山形市
倫理法人会
取組みの報告

設
立
十
周
年
に
寄
せ
て

相
談
役 

鈴
木
富
士
雄

新庄最上
倫理法人会
ごあいさつ

北
倫
ド
ー
イ
ン
五
〇

会
長 

奥
山
浩
哉

北村山
倫理法人会
気づきの報告

　

涙
あ
り
笑
い
あ
り
、
経
営
塾
の
六
ヶ

月
間
は
、
自
社
の
事
業
領
域
を
何
度
も

何
度
も
問
わ
れ
、
戦
略
の
薄
さ
と
理
念

と
の
整
合
性
を
指
摘
さ
れ
、
落
込
む
事

ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
毎
回
、
魂
の
こ

も
っ
た
熱
い
助
言
と
塾
生
同
士
の
絆
に
勇

気
を
も
ら
い
、
感
謝
と
利
他
が
織
り
な

す
日
々
で
あ
り
、
人
生
道
場
そ
の
も
の
で

し
た
。
非
日
常
と
心
ぐ
せ
に
向
き
合
う

事
、
大
き
く
変
化
す
る
社
会
と
未
来
を

俯
瞰
し
て
見
つ
め
る
事
、
志
高
く
経
営

す
る
た
め
の
理

念
を
成
文
化
す

る
事
、卒
塾
は
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン

で
す
。
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
す
。 第

十
九
期 

宮
城

倫
理
経
営
塾
を

卒
塾
し
て

普
及
拡
大
委
員
長 

中
村
友
祐

天童市
倫理法人会
実践報告
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PICK UP NEWS

　

私
は
、
入
会
以
来
十
七
箇
条
の
最
後
の
こ

の
言
葉
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
物
事
を
判
断
す

る
基
準
と
し
て
来
ま
し
た
。
個
人
的
に
解
釈

し
た
の
は
、
私
の
人
生
は
私
が
主
役
を
演
じ

る
映
画
で
あ
り
、
常
に
私
に
向
け
て
カ
メ
ラ

が
回
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
で
す
。
人
生
は
順
調
な
時
だ
け
で
は
な
く
、

望
ま
な
い
出
来
事
や
、
受
け
入
れ
に
く
い
こ
と
、
困
難
な
事
が
多
々
あ
る

わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た
り
、
悩
ん
で
い
た
ら

そ
の
映
画
は
面
白
い
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
、
人
生
に
は
常
に
選
択
を
迫
ら

れ
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
昨
日
の
延
長
線
に
あ
る
簡
単
な
選

択
か
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
出
来
る
選
択
な
の

か
、
ど
ち
ら
を
選
ん
だ
ら
面
白
い
映
画
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
よ
う

に
考
え
実
践
し
て
来
ま
し
た
。
最
初
は
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
が
あ

ま
り
に
も
高
く
て
、
こ
ん
な
壁
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
選
択
を
繰

り
返
し
、
自
分
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
絶
対
に
現
れ
な
い
と
考
え
、

目
の
前
の
壁
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。
今
で
は
、迷
わ
ず
チ
ャ

レ
ン
ジ
出
来
る
選
択
を
選
び
、
目
の
前
に
現
れ
る
壁
を
楽
し
み
な
が
ら
乗

り
越
え
る
日
々
で
す
。
振
り
返
る
と
、
乗
り
越
え
て
き
た
壁
が
全
て
経
験

値
と
な
り
、
完
全
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
に
な
り
、
様
々
な
分
野
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
り
深
く
幅
広
く
持
つ
こ
と
が
出
来
、
遂
行
す
る
ス
キ
ル
を

身
に
着
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
現

れ
な
い
。今
越
え
な
け
れ
ば
、い
つ
か
ま
た
現
れ
る
。な
ら
ば
今
越
え
よ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
人
生
と
い
う
映
画
を
ど
の
よ
う
に
演
出
し
て
行
く

の
か
、
楽
し
み
な
が
ら
倫
理
を
学
び
続
け
て
行
き
ま
す
。

人
生
は
神
の
演
劇
、

そ
の
主
役
は
己
自
身
で
あ
る

副
会
長 

後
藤  

守

酒田市
倫理法人会
気づきの報告

　

六
年
前
、
私
と
妻
と
の
間
に
双
子
が
誕

生
し
た
。

　

双
子
の
育
児
は
と
て
も
ハ
ー
ド
で
、
い

つ
し
か
妻
の
心
身
的
負
担
が
ピ
ー
ク
を
越

え
た
。
そ
ん
な
時
、
母
が
病
気
に
な
り
、

母
の
看
病
や
お
見
舞
い
で
育
児
の
時
間
が

削
ら
れ
る
と
、
い
つ
し
か
妻
と
些
細
な
こ

と
で
喧
嘩
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
今
我
慢
す
れ
ば
い
つ
か
笑
い
話
に
な

る
」と
思
い
続
け
、
不
機
嫌
そ
う
な
時
は

避
け
て
し
ま
い
、
更
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。

　

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
最
後
に

す
が
っ
た
の
が″
万
人
幸
福
の
栞
”。「
苦

難
は
幸
福
の
門
」と「
夫
婦
は
一
対
の
反
射

鏡
」は
何
度
も
読
み
返
し
、
相
手
を
改
め

る
よ
り
自
分
を
磨
く
努
力
を
行
う
こ
と
に

専
念
し
た
。

　

子
供
も
六
歳
に
な
り
、
新
婚
旅
行
を
兼

ね
て
、
家
族
で
沖
縄
へ
行
っ
た
。
幸
福
を

感
じ
る
旅
だ
っ
た
。

　

自
分
磨
き
で
今

必
要
な
の
は
屁
の

仕
方
。
子
は
親
の

仕
草
も
実
演
す
る

名
優
で
あ
る
…
。 家

庭
の
栞
は

″
万
人
幸
福
の
栞
”

会
員 

鈴
木
俊
弘

上山市
倫理法人会
気づきの報告

　

毎
週
火
曜

日
の
朝
は
、

何
も
言
わ
な

く
て
も
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
が
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
会
員
の

方
も
相
当
数
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
会
も
五
二
〇
回
を
過
ぎ
、
よ
う
や

く
成
人
を
迎
え
た
感
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
講
師
の
方
が
遠
方
よ
り
お
い
で
に

な
り
会
員
に
気
づ
き
を
教
え
て
い
た
だ

き
一
人
一
人
の
小
さ
な
変
化
が
、
や
が

て
は
、
と
て
も
大
き
な
力
と
な
り
、
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
過
ち
を
改
め
さ

せ
、
将
来
に
向
け
て
は
、
若
い
方
々
に

は
私
た
ち
が
反
省
し
た
こ
と
を
繰
り
返

す
こ
と
な
く
健
全
な
る
精
神
と
身
体
を

育
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
テ
ー
マ

に
関
わ
ら
ず
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の

意
義
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
、
朝

の
貴
重
な
時
間
を
更
に
素
晴
ら
し
い
時

間
に
す
る
た
め
に
も
、
是
非
、
参
加
し

て
み
ま
し
ょ
う
。一
週
間
の
う
ち
の
一
日
、

わ
ず
か
一
時
間
で
人
生
を
見
直
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。 モ

ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
の
力

専
任
幹
事 

青
木 

勲

南陽市
倫理法人会
気づきの報告

　女性委員会活動全般に、皆様のご協力とご理解を
賜りまして心より感謝申し上げます。
　今期は２つの事業を計画いたしました。
　一つは女性委員会が一丸となって取り組む「女性倫
理講演会」。この事業は会員様からの強いご要望で決
まりました。講師は元助産師の「山本文子」先生です。

「輝くいのちのために」は、笑いあり涙ありの素晴らし
い講演会になりました。いのちの誕生、男女の性、老
人の性、そして身障者の性…。深く考えさせられ、大
きな宿題を出されたような気がします。今回の反省点

は、もっとたく
さんの皆様に聞
いていただきた
かった事です。
参加していただ

いた方からは「本当に良かっ
た！」「涙が止まらなかった！」
等々、沢山の感動の言葉をい
ただきました。

　そしてもう一つ、通年事業として打ち立てたのは
「七つの原理インプット会＆アウトプット会」です。「こ
の事業をしたい」よりむしろ「しなければならない」の
心境でした。
　沢山の会員様に学んでいただきたく各地区での開
催を決め、各地区女性委員長さんに中心となって動
いていただき、本当にスムーズに進みました。
　この事業の取り組みの発端は全国女性正副委員長
会への参加です。各県の女性委員会の事業発表の中
で盛んに「七つの原理」の勉強会を開催していること
を知りショックを受けました。私と小野木副委員長は

「七つの原理」を良く知らなかったからです。「17箇条」
の基となった学びであることを知り、すでにその会場

で勉強会をすることを心に決めていました。
　一昨年の初夏に晋道会長にご無理を言って講師に
なっていただき「七つの原理インプット会＆アウト
プット会」を寒河江市倫理法人会女性委員長である

「出羽屋」で開催しました。それを経て今期は通年事
業として取り組みました。
●第1回 平成30年11月17日〈庄内地区／南洲会館〉
講師／（株）酒田米菓顧問 佐藤茂氏／酒田市相談役。
●第2回 平成31年2月23日〈山形地区／山形グランド
ホテル〉講師／（株）でん六代表取締役 鈴木隆一氏／
山形県相談役。●第3回 同年4月20日〈置賜地区／東
京第一ホテル米沢〉講師／（株）マルナカ中村商店 代
表取締役会長 中村恒一氏／山形県相談役。合計112
名のご参加をいただき、中には三回とも参加の会員様
もいらっしゃいます。
　そして「七つの原理インプット会」の総括といたし
まして、令和元年7月27日村山地区で「七つの原理ア
ウトプット会」を開催。東根温泉「あづまや」を会場
に各単会の女性正副委員長が中心になって発表報告
いたしました。3年間女性委員会に関わってきたこと、
また七つの原理を学んでの自分の体験、家庭や職場、
そして夫婦の関係、子供の関係、今まさに取り込もう
としている倫理の実践などハードルを低くして気軽に
5分間発表していただく場となりました。
　「学んで実践、そして体験発表」。今期の女性委員
会の締めくくりとさせていただきます。
　ありがとうございました。感謝。

女性倫理講演会＆
　　　　七つの原理

山形県女性委員長　佐藤 圭子
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